
取組事例紹介 

 

働き方改革応援レシピ     

 

省エネに努めました 

・省エネ機器導入や従業員教育を行う前に比べ、光熱費が約25％削減したことから、利益を確保できるよ 
 うになった。 
・定休日を従業員の所定休日※と定めることで、従業員の満足度も向上し、人材確保につながった。 

近年、光熱費が増加傾向にあり、その対応として、従業員の賃金を上げられないでいたことから、省エネ対
策に取り組んだ。 

 飲食業向け  

業種：飲食業 従業員数：2１0名 

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！ 
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！ 
No.41 

 そのほかの事例紹介、働き方改革の活用方法等については、 
「愛知県働き方改革推進支援センター（平成30年度実施機関：愛知県社会保険労務士会）」で相談を受け付けています。 

■ 本      部：名古屋市熱田区三本松町３－１             ☎０１２０－８６８６０４ 
                                                                             hatarakikata@aichi-sr.com 

■ 豊橋出張所：豊橋市花田町字石塚４２－１（豊橋商工会議所内）  ☎０８００－２００－５２６２ 
                                                                             hatarakikatatoyo@aichi-sr.com 
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～休日・休暇を増やす工夫～ 

赤（飲）1- ver.2（No.41） 

＜省エネ機器の導入＞ 
 ○省エネ機器や蓄電池を導入した。 

＜定休日の設定＞ 
 ○売上げが少なかった月曜日を定休日 
  とし、別の曜日の営業時間を延ばした。 

＜節電周知＞ 
 ○季節ごとの気温や湿度に応じた節電マ 
  ニュアルを作成し、従業員に節電を呼 
  びかけた。 

ほんとそうだよ。 
利益がほとんどないから、従業員の賃金
も引き上げられていないんだ。 

省エネ機器を導入し、また、お客さんが少ない曜
日を定休日にし、ほかの曜日の営業時間を延ばし
たところ、功を奏し、売上げを維持したまま、節
電に成功しました。 

電気料金の値上げは、
光熱費だけじゃなく、
食材費にも影響が出ま
すしね。 

それでは、長期的なことを考えて、省エネ機器
の導入や、思い切って、定休日を設けてみるの
はどうでしょうか。 

また電気料金が上がった。 
売上げが良くても、これじゃ利益
が出ないよ。 

※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」 
「所定休日の増加★」に該当 


